
 

 

 

 

 

 

健診のお知らせ 

集団健診 

大腸がん検診の受診を希望するかたで採便セットをお持ちでない場合は、 

健診日の１０日前までに、健康課 ☎0186-43-7143（申込専用番号）へ 

お申し込みください。 

胃がん検診 

【健診についてのお問い合わせ】 健康課 ☎0186-42-9055 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健診日 
受付時間 

会 場 
血液検査のないかた 血液検査のあるかた 

７月５日（水） 

７月６日（木） 

７月７日（金） 

12：20～12：50 13：00～13：50 花岡公民館 

検診日 受付時間 会場 検診車の台数 

７月１９日（水） 6：00～7：30 花岡公民館 ２ 

発 行 花岡公民館 電話 ４３－７１２４ ＦＡＸ ４６－２２０１ 

令和５年 

【花岡長寿大学】5月学習会 
今年度の長寿大学は、昨年度よりも３名多い 60 名でスタ

ートしました。５月の学習は、花岡町出身で民謡ロックシ

ンガーの佐藤真理子氏の講演が中央公民館の老壮大学主

催であるということで、特別に参加させていただきまし

た。『人生はバネ』と題した佐藤さんのお話と、パワフルな

歌に沢山の元気をいただいた楽しい講演会でした。午後

は、阿仁異人館と伝承館を見学。鉱石を運んだ索道模型な

どの展示物のほか、旧阿仁鉱山の外国人官舎として建てら

れた洋式建物から阿仁鉱山の歴史を学びました。 

特定健康診査★、後期高齢者の健康診査★、肺がん検診、★血液検査 

大腸がん検診、前立腺がん検診★、肝炎ウイルス検診★  あり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植付け・プランター設置作業 
６月２２日（木） ９：0０～ 場所：公民館 駐車場 

毎年行っております「花いっぱい運動」の花苗の植付けとプランター設置作業を行います。みなさまの

ご協力をよろしくお願いいたします。 

花 苗：サルビア、マリーゴールド、ベゴニアなど 

設置場所：花岡小、保育所、駐在所、体育館、エコシステムグループ（協賛）、エコリサイクル（協賛）など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新着図書  

 

 

 

 

 

 

 

 

一般書が「認知症７００万人時代の失敗しない『成年後見』の使い方」、「人の話は、ただ聞けばいい」、 

「親の見守り・介護をラクにする道具・アイデア・考えること」、「言語化の魔力」、「スカーレット・レター」、「キングメ

ーカー」、「吾輩こそ猫である」です。 

児童書が「君の人生はきみのもの」、「数学の時間」、「めざせ、イグ・ノーベル賞！？おもしろ自由研究〔1～3〕」、 

「3分間サバイバル〔8〕」、「おにのパンツ」、「どうぶつたちのやさしいきもちって？」、「ねこいる！」です。 

 
開館時間 火～金 ９～19時  土・日 ９～17時  休館日：月・祝日  

花矢図書館：☎ ４６－１５５７ 

 

 

 館長雑感               ６月といえば・・・ 

６月は「水無月」、梅雨のイメージなのに何故「水無月」と書くのかと思い調べてみましたら、水無月の

「無」は「の」にあたる連体助詞で、「水の月」という意味になり、今まで水の無かった田んぼに水を注ぎ

入れる頃、この時期の雨は稲が実を結ぶために重要であり、豊作を願う人々の思いがこの呼び名に表

れているともいわれているそうです。                 

先日、中央公民館で開催された老壮大学の学習会で現在は熱海在住の民謡ロック歌手、佐藤真理子

さんの講演があり、花岡長寿大学の学生も拝聴しました。「人生はバネ！」というタイトルで歌を交えなが

ら、ノー原稿のまま９０分、７０を越えたとは思えないバイタリティーあふれる話しぶりでした。 

また、今年はスマートフォンの元になる実用無線電話を発明した鳥潟右一工学博士が６月６日に逝去

されて１００年の節目の年にもあたり、記念の講演会が６月１０日に有浦の北地区コミセンで開かれ、６月

１７日には東京大学医学部を卒業し脳腫瘍治療の権威である成田善孝医学博士の 

講演が文化会館で開催されます。前述の３人はいずれも花岡出身でそれぞれの分野 

で活躍されており、同郷の一人として誇らしく思います。 

さて、6月といえばジューンブライドという言葉があり、「6月に結婚式を挙げる 

花嫁は幸福になれる」といいますが、６月が心地良い気候であるヨーロッパの言い 

伝えからきているとされています。皆さんやその周りの「６月の花嫁」たちはきっと 

幸せにお過ごしのことと思います。ちなみに個人的なことになりますが、父と母は 

６月が結婚記念日でしたが・・・ 


